
令和５年２月 球陽 SSH 活動記録 

第３回運営指導委員会（2023.２.１.金)                                           
第３回運営指導委員会では、山城先生からは生徒の数学能力が向上し、高校教員の指導が影響してい

るとの評価がありました。前野先生は発表を楽しむ姿勢や堂々とした態度を称賛し、古川先生は地学発

表への工夫提案と全体的なスキル向上を指摘。福本先生は生徒の研究能力向上を確認、照屋先生は発表

力の向上と基礎知識の重要性を強調しました。木暮先生は英語のポスターが印象的であったとの意見を

述べました。指導が実り、生徒のスキル向上やシャイさの克服が見られましたが、発表会でのサポート

や基礎知識の強化などが課題として挙げられました。 

 

 

 

 

International STEAM Challenge in Okinawa: ISCO（2023.２.20.月)                      
「International STEAM Challenge in Okinawa」は、球陽高校と沖縄クリスチャンスクールインター

ナショナル（OCSI）が連携し、多国籍チームを組成して取り組みました。全ての対話は英語で行われ、

科学技術の枠組みを超えた学びの場が提供されました。ミッションはバドミントンシャトルを障害物を

越えて目標に落下させるための発射装置を設計し、制作することでした。参加生徒たちは活発な議論を

交わし、協力して目標達成に努めました。これにより、生徒たちは科学技術と英語コミュニケーション

の両方のスキルを育てるとともに、国際協働の重要性を学びました。 

   

 

 

 

 

 



Kyuyo International Forum for Science: KIFS（2023.２.22.水)                                 
Kyuyo International Forum for Science では、日本（球陽）、タイ、台湾の３カ国から学生たちが集

まり、活発な学術交流が行われました。物理、化学、生物、数学など多岐にわたる分野の研究が発表さ

れ、国際的な視点から様々な知識と視野が共有されました。全ての発表と質疑応答は英語で行われ、生

徒たちは科学的な議論だけでなく、語学力の向上にもつながる貴重な体験を得ました。このような国際

フォーラムは、生徒の科学的探究心とコミュニケーション能力の成長を促進しています。 

 
 


